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平成３０年度 中央区長マニフェスト 

中央区長 渡辺 東一 

マニフェスト 

中央区は、江戸時代から続く湊町としての歴史文化と商業機能や交通インフラをはじめと

した都市機能が集積し、地域経済のけん引役としての機能を担っています。 

一方で、人口減少社会への対応、中心市街地の空洞化などの課題も抱えています。 

こうした課題に適切に対応するには、「自助、共助、公助」の理念のもと「協働」による取

り組みが欠かせないことから、地域とともに課題解決に取り組む区役所を目指します。 

この方針のもと、中央区は今年度、次の３つの取り組みを重点的に実施します。 

１ 地域の活力を保ち、人口減少社会に対応します。 

２ 地域と協働して、安心安全な地域づくりを推進します。 

３ 自然、文化、歴史などの地域資源を区民が共有し、誇りを持てる地域づくりを推進し

ます。 

マニフェスト実現に向けた取り組み 

１ 地域の活力を保ち，人口減少社会に対応します。 

現
状
（
課
題
）

中央区では、地域特性や課題に沿った人口減少社会に対応するための取り組みが、既

に地域各所で行われています。この地域の活力を保つため、地域活動に必要な人材・資

金・場（拠点）などの活動資源が不足しています。

また、地域に点在する未利用公共用地のうち、活用方針が決まっていない用地におい

ては、当該地域の人口減少対策に資する活用を進める必要があります。

課
題
解
決
策

目標 人口減少社会に対応するため、地域コミュニティ協議会と区とが一層連携

を深めながら、地域の活動資源の充足と人口増の観点を重視した未利用公共

用地の活用を図ります。

区職員が地域コミュニティ協議会の活動に積極的に参加することで地域課題を把握

し、地域の活動実態に沿った、細やかな支援を提供するとともに、「多様な人材の地域

参画」、「活動資金の確保」、「活動の場の確保」などへの支援を通じて、地域において活

動する人や団体の活動資源の充足を図ります。

また、未利用公共用地の活用にあたっては、当該地域の人口増につながる観点を重視

し、迅速に活用方針を決定し、整備を進めます。

主
な
取
組

・地域と地域が求める人材の結びつきを深めるための支援 

・地域コミュニティ協議会運営助成金、地域活動補助金による活動資金支援 

・地域活動の場の創出や利便性向上に関する検討 

・未利用公共用地に係る市場性調査（ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査）等の実施 



取
組
結
果

主な取組の指標達成状況 設定数 １ 達成数 １ 

（地）・区職員が地域コミュニティ協議会（以下、コミ協）の総会等の行事へ積極的に

参加し、地域課題を把握しました(213 回)。 

・地域課題である担い手不足の根本的な課題(人口減少・高齢化)への対応策を検討し、

次年度実施事業の企画を行いました。 

・コミ協の運営や自主的な活動に対しては、地域コミュニティ協議会運営助成金や地域

活動補助金の交付により、資金面での支援を行いました。 

・コミ協の活動拠点については、全コミ協を訪問したヒアリング結果や市の整備方針を

全コミ協に説明し、山潟地域における拠点設置に関する調査を実施しました。 

・未利用公共用地については、民間事業者へのヒアリング調査の実施、及び新たな活用

までの進め方について、コミ協と意見交換を行いました。 

今
後
の
方
針

（地）・人口減少・高齢化への対応として、これらが区内で最も顕著な柳都中学校区内

において、「買い物弱者」をテーマにコミ協等と連携・協力したワークショップを開

催し、地域が主体となったこれまでの自主的な活動の充実や、公民連携による実現可

能な取り組みなどを地域団体と一体となって検討していきます。 

・コミ協の運営や自主的な活動に対しては、引き続き地域コミュニティ協議会運営助成

金や地域活動補助金の交付により、資金面での支援を行います。 

・コミ協の活動拠点に関しては、平成 30 年度の調査をもとに山潟地域における活動拠

点について、庁内での議論を深め、整備の是非を判断していきます。 

・柳都中学校区内の未利用公共用地については、しもまち地域の活性化に向けて、市が

実施する事業を共通の方向性のもとに実施していくための「まちづくりビジョン」を

策定し、これをもとに用地の活用方針を固めていきます。 

２ 地域と協働して、安心・安全な地域づくりを推進します。 

現
状
（
課
題
）

福祉、防災・防犯、子どもたちの健全育成など、地域の様々な課題解決のために、地

域力の強化が必要です。 

中央区は、高齢化率は全市で一番低いものの、中学校区別でみると、市内で最も高い

地域があり、独居高齢者数も全市で一番多くなっています。子育て世代においては、核

家族化や地域とのつながりの希薄化により身近に相談・支援者がいないなど、育児不安

を抱える保護者への支援が重要です。高齢者や障がい者、子育て世帯が地域で孤立する

ことがないよう、地域、ボランティア、行政などが協働して、支え合っていく必要があ

ります。 

中央区の特定健診受診率は全市で最も低く、特に 40～50 歳代の低さが大きな課題で

す。また、全市と比較すると健診結果における血糖有所見率が高く、糖尿病予防、生活

習慣の改善に取り組む必要があります。 

東日本大震災以後、防災への意識が高まり、資機材購入の助成など、自主防災組織の

活動強化を進めてきました。どのような災害でも、市民一人ひとりが適切な避難行動を

とれるような仕組みづくりが必要になっています。 

課
題
解
決
策

目標 地域との協働により、支え合いによる地域づくりを進めます。 

誰もが住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らせる地域づくりを目指して、引き続き

地域住民が主体となった支え合い・助け合い活動を支援します。具体的には、子育て世

代から高齢者まで多世代が交流し、ともに地域づくりを進めるきっかけとなるよう「赤

ちゃん誕生お祝い会」の開催支援や、障がいのある人の人格、人権が尊重され、社会的

障壁のない共に生きる社会の実現のため、障がい者への理解を深める啓発事業などに取

り組みます。 

さらに、健康寿命の延伸に向けて、特に健診受診率の向上、糖尿病予防に向けた生活

習慣改善の事業に集中的に取り組みます。 



また、地域で安心して子育てできるよう、保健師、助産師などの専門職に気軽に相談

できる場や仲間づくりの場を提供するとともに、子育て講座の開催や子育て情報の積極

的な発信を行い、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援体制を構築します。 

都市型災害への対応を図るため、自主防災組織等を対象とした研修会を開催し、災害

発生後の初期対応など、地域が主体となる体制づくりを進めます。 

また、避難行動要援護者対策では、支援者と要支援者の顔の見える関係づくりを推進

するとともに、災害に強い地域づくりを進めていきます。 

主
な
取
組

・地域包括ケアシステムの構築に向け、地域主体の支え合い・助け合い活動を支援 

・健康寿命延伸事業 

・みんなでつながる子育てほっとサポート事業 

・中央区ハイパージュニアレスキュー訓練の実施 

・中央区避難行動要支援者支援推進事業 

取
組
結
果

主な取組の指標達成状況 設定数 ５ 達成数 ３（一部達成２）

（健）赤ちゃん誕生お祝い会の開催を支援し、地域の支え合い、助け合いの活動を推進

するとともに、妊娠期から乳児期の切れ目ない支援として「妊カフェ」「育カフェ」「子

育て講座」、子育て情報「たっち」による情報発信によって、親同士の交流や情報提供

を図り、育児不安の軽減を図りました。 

 健康寿命延伸に向けて、保健師の家庭訪問等による受診勧奨や、まちなか健康フェス

ティバルの開催とヘルシー糖尿病ランチの飲食店での提供、健康教室の開催により健康

意識の向上及び生活習慣病予防に取り組みました。 

（総）中央区ハイパージュニアレスキュー講習会へは、中央区内９つの中学校に加えて

今年度から東新潟中学校からも参加が得られました。中学生の参加者数が過去最多とな

りましたが、地域の防災リーダーよりご協力いただき、順調に実施できました。 

 避難行動要支援者対策では分かりやすいチラシを作成して周知の回数を増やし、ま

た、申請しやすいよう手続きを簡素化しました。これらの工夫によって啓発品交付人数

が増えました。来年度は今回の区づくり事業の３年目にあたるので、今年度と同様の啓

発品を用意し、さらに配布を呼び掛ける方針です。 

今
後
の
方
針

（健）だれもがいつまでも住み慣れた地域で、安心して暮らしていけるよう、地域包括

ケアにおいては、支えあいのしくみづくり会議とコーディネーターを中心とし、生活支

援体制の整備を行い、地域が一体となって支え合える環境づくりを進めます。また、子

育て中の親の不安・負担軽減を図るため、継続して相談・支援事業を進めていきます。

健康寿命の延伸に向けて、受診勧奨の実施と、糖尿病予防啓発を行い、健康に関する意

識向上及び生活習慣病予防に取り組んでいきます。 

（総）中央区ハイパージュニアレスキュー講習会へさらに多くの生徒に受講してもらう

ため、来年度以降は個別の中学校を会場としてその学校のカリキュラムの一環で実施す

る方式も検討中で、複数の中学校と日程など詳細を協議中です。 

 避難行動要支援者との関係づくりは来年度は区づくり事業の３年目にあたるので、今

年度と同様の啓発品を用意し、さらに配布を呼び掛ける方針です。 



３ 自然、文化、歴史などの地域資源を区民が共有し、誇りを持てる地域づくりを推
進します。 

現
状
（
課
題
）

中央区には、湊町新潟を代表する様々な歴史的建造物や貴重な文化が数多く残ってお

り、２０１９年の開港１５０周年を一つの節目として、これらの地域資源に対して区民

に関心を寄せてもらい、その魅力や価値を高めるための取り組みを行っています。 

また、日本海や信濃川、鳥屋野潟といった豊かな水辺環境を活かした賑わい創出や、

環境美化活動などにも地域とともに取り組んでいます。 

これらの取り組みを通して、区民が地域資源に誇りと愛着を持ち、次世代に引き継い

でいくことが必要となっています。 

課
題
解
決
策

目標 地域との連携・協働により、中央区の自然、文化、歴史などの地域資源に

対する魅力を区民が共有し、シビックプライドの涵養につなげます。

開港１５０周年を見据え、北前船と関係のある伝統的産業に関心を寄せてもらえるよ

う、関連事業を実施していくほか、発酵食に関する小学生向けの冊子を活用し、次世代

への継承を図っていきます。また、湊町新潟の発展を支えてきた水辺や歴史的建造物を

利活用し、まちなかを楽しみながら回遊する取り組みを行っていきます。

主
な
取
組

・中央区えんでこ（まち歩き）事業 

・北前船がもたらした伝統的産業 PR 事業 

・オフィスアートストリート 

・「とやの物語《NEW STORY》」の開催 

・文化施設（旧齋藤家別邸・旧日本銀行新潟支店長役宅）の管理運営 

・健幸サイクル環境整備事業（ぐるりん新潟島）の推進 

・区民協働森づくりの推進 

取
組
結
果

主な取組の指標達成状況 設定数 ３ 達成数 ２（一部達成１）

（地）まち歩きにより多くの方から中央区の魅力を再発見してもらうことや、みなとま

ち新潟で生まれ育まれてきた伝統文化や伝統的産業をＰＲすることで、中央区の宝物

（魅力）を共有し、シビックプライドの涵養を図りました。 

（建）・健幸サイクル環境整備事業（ぐるりん新潟島） L=500m 供用開始 

・区民協働森づくりの推進  クロマツ N=800 本 植栽 

今
後
の
方
針

（地）まち歩きについては、提案型まち歩きを創設し、区民自らが地域資源の魅力を紹

介できるような仕組み作りを進め、若年層におけるシビックプライドの涵養に繋げてい

きます。 

（建）日本海や信濃川といった豊かな水辺環境を活かした賑わいの創出に向けて、市民

が健康で元気に健幸都市「SWC」の実現や、誰でも気楽に楽しく利用できる道づくりを

目的として「ぐるりん新潟島」の整備を推進しました。次年度の事業完了に向け、引き

続き取り組んでいきます。 

また、中央区の特徴である西海岸公園の海岸林については、地域や団体・有識者との協

働の下でクロマツの植栽を行ったことにより、防風対策などの必要性・重要性の理解が

深まりました。引き続き海岸林の保全に努めていきます。 



１　地域コミュニティのさらなる活性化に向けて、地域との連携を深めます。

項目（単位） H27実績 H28実績 H29実績 H30目標 H30結果 補足・参考指標

1 地域課

  地域コミュニティ協議会（以下、コ
ミ協）の活性化に向けて、区長はじ
め区職員がコミ協の活動に積極的
に参加することで地域課題を把握
し、活動実態に沿った細やかな支
援を行います。

コミ協の総会など行事等へ
の区職員の参加回数

111回 186回 174回 180回 213回 ・中央区のコミ協数22団体×8人
（総会3人、区長懇談会3人、行事2
人）

達成

２　地域と協働し安心・安全な地域づくりを推進します。

項目（単位） H27実績 H28実績 H29実績 H30目標 H30結果 補足・参考指標

1 健康福祉課

　地域全体での子育て支援と多世
代が交流できる環境づくり、障がい
のある人の人格，人権が尊重さ
れ，社会的障壁のない共に生きる
社会の実現を目指します。

開催団体数 7 8 8 赤ちゃん誕生お祝い会開催団体8団
体(新規2団体）
赤ちゃん参加数118人 達成

ﾘｰﾌﾚｯﾄ郵送者のうち健診
を受診した人数 120 120

・教室参加者数
180 180 157

　学習機会の提供や仲間づくりを
支援し、子育ての不安、負担の軽
減を図ります。

・妊婦，乳児の参加人数 妊婦・夫
186
乳児　358

妊婦・夫180

乳児　380

妊婦・夫220
乳児　466

妊ｶﾌｪ、育ｶﾌｪとも、参加者のｱﾝｹｰﾄ
では、約90％が不安が軽減したと回
答

・子育て講座の保護者参
加人数（乳児コース）

乳児　198
幼児　138

乳児　290 乳児　237 回数が増え、参加率は64％と低い
が、参加者のｱﾝｹｰﾄでは、約90％が
気持ちが楽になったと回答

・子育て情報発信「たっ
ち！」　アクセス数

8784 10000 14,749 H30年度平均アクセス数 1,229回/月

4 総務課

　避難所運営訓練を通じ、中学
生、地域、防災士の連携を強化し
ます。

（H29まで）参加者人数
（H30から）参加した中学生
へのアンケートで防災意識を
調査し、「災害時に率先し
て行動する」を選んでもらう。

82（人） 92（人） 107（人） 80% 95% 地域防災力向上のために中学生に期
待される役割を明示し、災害時には率
先して行動するよう説明する。 達成

5 総務課
　避難行動要支援者と支援者の
顔の見える関係づくりを推進しま
す。

啓発品交付決定要援護者
人数（人）

427 502 502 670 671 ・支援者へ情報提供している避難行
動要支援者数4,699人（H29.10.1現
在）

達成

3 健康福祉課

「みんなでつながる子育てほっとサ
ポート事業」
・妊カフェ・育カフェ
・子育て講座「たっち！」
・母親支援ほっと・サポート「ママの
ほっとタイム」
・子育て情報発信「たっち！」作成

2 健康福祉課

　健康寿命延伸にむけて，特定健
診の受診率の向上及び糖尿病予
防に取り組みます。

・５０歳代の特定健診未受診者に
健診の重要性周知のためのリーフ
レットを郵送し看護職による家庭訪
問や電話による受診勧奨を実施
・ヘルシー糖尿病予防ランチ付健康
教室の開催
・区役所内のプロジェクト会議の開
催

H29年度は40歳代、Ｈ30年度は40歳
代・50歳代の未受診者へ受診勧奨。
ﾘｰﾌﾚｯﾄを郵送し、家庭訪問を実施。
H29年度は125人が受診
H30年度は2,332人に勧奨し138人が
受診し、目標数は達成
糖尿病予防教室の参加率は75％
だったが、教室の開催目的の
HbA1c・疾病の理解は90%以上が理
解できたと回答。

・地域と地域が求める人材の結びつ
きを深めるための支援
・地域コミュニティ協議会運営助成
金、地域活動補助金による活動資
金支援
・地域活動の場の創出や利便性向
上に関する検討
・未利用公共用地に係る市場性調
査（ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査）等の実施

赤ちゃん誕生お祝い会開催

・中央区避難行動要支援者関係
づくり事業を通じて、顔の見える関
係づくりを推進

・中央区ハイパージュニアレスキュー
訓練

一部未
達成

一部未
達成

平成30年度　中央区長マニフェストに掲げた取組の指標一覧表

評価

評価

No. 担当所属 組織目標 主な取組（事業）
指標

No. 担当所属 組織目標 主な取組（事業）
指標



平成30年度　中央区長マニフェストに掲げた取組の指標一覧表

３　自然、文化、歴史などの地域資源を区民が共有し、誇りを持てる地域づくりを推進します。

項目（単位） H27実績 H28実績 H29実績 H30目標 H30結果 補足・参考指標

1 地域課

　「まち歩き」を実施することにより、
まち歩きの楽しさをPRし、まちの魅
力を再発見する機会を提供しま
す。

「まち歩き」参加者数 779人 769人 898人 800人 676人 【H29実績】
・35回開催
・定員 925人
・参加者　898人
・参加率　97.1％

未達成

2 建設課

　自転車道を活用し、健幸都市
「SWC」の実現や、歴史・文化など
の観光資源も相互作用させなが
ら、誰でも気軽に楽しく利用できる
道づくりに努めます。

計画策定 整備延長
L=460m

整備延長
L=520m

整備延長
L=500m

整備延長
L=500m

・中央区区ビジョンまちづくり計画（道
路空間の健幸プラットホームの構築）
・新潟西海岸賑わい創出プラン（ぐるり
ん新潟島（新潟島一周自転車道）の
改良）

達成

3 建設課

　西海岸公園の海岸林について、
防風対策などの必要性・重要性を
周知し、海浜植物園周辺に地域
や団体・有識者らと協働でクロマツ
の植樹を行います。

土壌調査
計画策定

クロマツ植栽
800本

クロマツ植栽
800本

クロマツ植栽
800本

・モデルエリアとして事業実施した市営
汐見台住宅跡地の継続事業

達成

・中央区えんでこ（まち歩き）事業

・ぐるりん新潟島の実施設計策定
　（全延長 L=2,200m）
・整備延長
　（L＝500ｍ）

・植栽計画作成　全体N=4,900本
・植栽本数　N=800本

組織目標 主な取組（事業）
指標

評価No. 担当所属



令和元年度 中央区組織目標 

組織名 中央区 部長 中央区長 渡辺 東一 

組織の

目的・

方向性 

中央区は、江戸時代から続く湊町としての歴史文化と商業機能や交

通インフラをはじめとした都市機能が集積し、地域経済のけん引役と

しての機能を担っています。 

一方で、人口減少社会への対応、中心市街地の空洞化などの課題も

抱えています。 

こうした課題に適切に対応するには、「自助、共助、公助」の理念の

もと「協働」による取り組みが欠かせないことから、地域とともに課

題解決に取り組む区役所を目指します。 

中央区組織目標 

組織の目的・方向性の実現に向け、中央区は今年度、次の３つの取り組みを

重点的に実施します。 

１ 地域の活力を保ち、人口減少社会に対応します。 

２ 地域と協働して、安心安全な地域づくりを推進します。 

３ 自然、文化、歴史などの地域資源を区民が共有し、誇りを持てる地域づく

りを推進します。 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください。
・地域課          ・建設課 
・窓口サービス課      ・総務課 
・健康福祉課        ・東出張所 
・保護課          ・南出張所 

評価 

取
組
結
果

重点目標の達成状況 目標数 ３ 達成数 

今
後
の
方
向
性



北前船がもたらした
伝統的産業のPR
【拡充】（3,800千円）

開港150周年を意識しつつ，北前船と密接に関連する伝統的産品である
「新潟漆器」と「発酵食」に加え，新潟湊の繁栄を象徴する「古町芸
妓」についてもその魅力を再発見してもらい，次世代への普及促進とと
もにこれらの産業の振興を図ります。

区民協働森づくりの推進
（5,000千円）

新潟島の海岸林の必要性・重要性を周知し，防風対策を図るため，モデ
ルエリアとした市営汐見台住宅跡地に続き，海浜植物園周辺にクロマツ
の植樹を行います。また，近年新潟島でも松くい虫の被害が確認されて
いることから，松くい虫に抵抗性のあるクロマツを植樹します。

地域のお宝！再発見
【新規】（2,100千円）

中央区の地域資源に対し，市民（特に区民）が関心を深め，シビックプ
ライドの涵養につなげるために，新潟シティガイドによる解説付まち歩
き（えんでこ）や提案型によるまち歩き，伝統文化PR事業の推進などを
行います。

事  業  名　・　事　業　費（千円） 事  業  概  要

路上駐輪の対策
【新規】（1,500千円）

古町地区における歩行者の通行や緊急時の避難路確保等のため，路上駐
輪に対する定期的な啓発活動として自転車等駐輪場への誘導を行い，駐
輪マナーの向上及び路上駐輪の削減を図ります。また，対象を古町地区
に絞ることで，地元商店街組合等との連携をさらに密にし，より高い成
果を目指します。

とやの物語≪NEXT STORY≫
【新規】（3,300千円）

鳥屋野潟の自然に触れ，未来を語り合うとともに，自然環境の大切さを
啓発するイベントとして「とやの物語」を実施するとともに，新たに他
団体との連携など，多角的な活動に取り組みます。

話そう・つなごう・あなたの想い
終活きっかけ作り
【新規】（1,000千円）

独居高齢者や身寄りのない高齢者が，事前に意思表示する医療やケアを
人生の最期まで受けられ，安心して暮らし続けられるよう，関係機関と
連携・協働して支援します。

みんなでつながる
にっこにこ子育て応援
【新規】（4,200千円）

妊娠期から乳児期に安心して子育てができる体制づくりと，保健師・助
産師等の専門職による切れ目ない支援を，地域の関係機関と連携・協働
して行います。

赤ちゃん誕生お祝い会の支援
（600千円）

赤ちゃん誕生を機に，地域の子育て中のママ・パパ同士だけでなく，地
域住民との交流を深め，地域全体での子育て支援と多世代間交流を図る
ため，地域における「赤ちゃん誕生お祝い会」の開催を支援します。

コミュニティ協議会や地域団体等を対象に，地域カルテを活用した研修
会やワークショップを，モデル地域を選定して試行的に実施し，人口減
少・高齢化に対応した自主的な取組みにつなげてもらうための土台作り
を進めます。

アトリウム発にぎわい
プロジェクト
（1,200千円）

中央区役所の「門前」であるＮＥＸＴ２１アトリウムで様々な催事を実
施することにより，地域や民間の方々の情報発信の場としてアトリウム
を活用してもらうためのＰＲを行うとともに，関係団体とも連携を図り
ながら，にぎわい創出の契機とします。

特
色
あ
る
区
づ
く
り
予
算

糖尿病の予防の推進
（1,700千円）

区の健康課題である糖尿病について，多くの区民に関心をもってもら
い，糖尿病の正しい知識や予防方法を啓発するためのイベントを，商業
施設が集まる古町などの市街地で民間事業者・関係機関と協働して実施
します。

地域課題４「地域資源の魅力の発信」

防災人材育成・地域づくりへの
支援
【拡充】（6,000千円）

災害に強いまちづくりに向けて避難所運営に係る研修会等を開催し，防
災資機材や保管庫の整備に対する助成を行います。また，避難行動要支
援者を地域で助け合う体制づくりを進め，地域による津波自主避難マッ
プの作成を支援します。

犯罪のない地域づくり
【新規】（500千円）

中央区では特殊詐欺の発生件数・被害額ともに突出していることから，
高齢者を主な対象として区役所独自の働き掛けにより特殊詐欺に対する
注意喚起を行います。

地域課題３　「安心してすこやかに暮らせるまちづくり」

地域課題２　「地域の活力の向上」

地域課題１　「子育て世帯や高齢者への支援」

地域主体の人口減少に関する
取組の推進
【新規】（600千円）

令和元年後 中央区予算の概要



区自治協議会提案事業

身近な課題から広げる 協働のま
ちづくり調査・検討
（1,500千円）

区自治協議会が，地域で生活する上での身近な課題に対し，モデル事業
や調査・検討などを主体的に行い，地域住民と区とが協働で進めるまち
づくりに繋げます。併せて，区が実施する特色ある区づくり事業に対し
ても，自治協議会がより積極的に関わり，区と連携して取り組んでいき
ます。

主
な
事
業

旧入舟小学校跡地関連
・北部総合コミュニティセンター
移転改修（ 2,000千円）

改修した旧入舟小学校の校舎に，入舟連絡所，入舟健康センター，舟江
図書館と併せて北部総合コミュニティセンターの機能を移転し，夏頃を
目途に供用を開始します。また，同センターは災害時に指定避難所とな
ることから，小学校グラウンド部分に移転される中央消防署附船出張所
と併せて，災害時の地域防災の拠点として機能することになります。
（中央消防署附船出張所移転新築【消防局予算】　166,000千円）



２０１９年度 中央区の取組み
～地域課題をふまえて～

2019年5月
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中央区の人口増減の推移
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自然動態 社会動態 年間増減

○ 社会動態はプラスが続いている。
○ 平成28年に自然減が社会増を上回り、年間増減がマイナスに転じた。
平成30年もマイナス幅が拡大している。

出典:新潟県人口移動調査結果報告

(単位：人)



中央区の高齢化率

3

○平成31年3月末現在の中央区の高齢化率は26.6%で、約4人に1人が
65歳以上となっている。

○中央区の高齢化率は8区の中では最も低いが、年々上昇している。
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65歳以上単独世帯の割合
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出典:H27国勢調査

○高齢者単独世帯の割合が高い区は、中央区、東区、次いで秋葉区
となっている

H27新潟市平均 9.2%



子育て世帯に占める核家族の割合

5
出典:H27国勢調査
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６歳未満の世帯員がいる世帯に占める核家族世帯の割合

○中央区は、子育て世帯に占める核家族の割合が約9割と高い。
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人口増
年少人口割合が市平均より高い

人口減
年少人口割合が市平均より高い

人口減
年少人口割合が市平均より低い

人口増
年少人口割合が市平均より低い
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中央区の地域課題

7

地域課題１「子育て世帯や高齢者への支援」
子育て世帯に占める核家族の割合や65歳以上の単身世帯が高いことから、
孤立しないよう、地域全体で支えあう仕組みづくりが必要です。

地域課題２「地域の活力の向上」
人口減少、少子・高齢化が進んでいる現状を踏まえ、地域の活力がこれ以上
損なわれないよう、地域と市が協働で取り組む必要があります。

地域課題３「安心してすこやかに暮らせるまちづくり」
誰もが住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らせるよう、防災や防犯等の取り組みを進める必要が
あります。

地域課題４「地域資源の魅力の発信」
「このまちに住んでよかった」、「これからも住み続けたい」と感じてもらえるよう、地域資 源の魅力を発
信する取り組みが必要です。



２０１９年度
中央区の主な事業

8



地域課題１ 「子育て世帯や高齢者への支援」①

9

■みんなでつながるにっこにこ子育て応援事業

（420万円）
地域で安心して子育てが

できるよう、子育て講座

の開催や、仲間づくりの

場を提供



地域課題１ 「子育て世帯や高齢者への支援」②

10

■赤ちゃん誕生お祝い会支援事業（60万円）
子育て中の保護者と地域住民の交流を図る、赤ちゃん
誕生お祝い会の開催を支援



地域課題１ 「子育て世帯や高齢者への支援」③

11

■話そう・つなごう・あなたの想い

終活きっかけ作り事業（100万円）
一人暮らしや身寄りのない高齢者が、事前に意思表示
する医療やケアを人生の最期まで受けられるよう、
関係機関と連携し支援



地域課題２ 「地域の活力の向上」①

12

■地域主体の人口減少に関する取り組み推進
事業（60万円）
地域コミュニティ協議会などを対象に、地域カルテを
活用した研修会を実施し、人口減少や高齢化に対応す
る地域の取り組みを推進



地域課題２ 「地域の活力の向上」②

13

■アトリウム発にぎわいプロジェクト

（ 120万円）
ＮＥＸＴ２１アトリウムでさまざまなイベントを実施
し、地域や民間の方々の情報発信の場として活用して
もらえるようＰＲ



地域課題２ 「地域の活力の向上」③

14

■区民協働森づくり事業（500万円）
地域の皆さんと協働し、海浜植物園周辺に、松くい虫
に強いクロマツを植樹



地域課題２ 「地域の活力の向上」④

15

■とやの物語《NEXT STORY》（330万円）
「とやの物語2019」の開催



地域課題３
「安心してすこやかに暮らせるまちづくり」①

16

■防災人材育成・地域づくり事業（600万円）
避難所運営に関する講習会などを開催

地域による津波自主避難マップの作成を支援



17

■犯罪のない地域づくり事業（50万円）
高齢者を主な対象とした、

特殊詐欺に対する注意喚起

地域課題３
「安心してすこやかに暮らせるまちづくり」②
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■糖尿病予防事業（170万円）
区の健康問題である糖尿病の正しい知識や予防方法を
広めるイベントを開催

血糖（国保・後期：HbA1c5.6％以上
けんぽ：空腹時血糖100mg/dl以上）

地域課題３
「安心してすこやかに暮らせるまちづくり」③

H28年度健診結果より
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■路上駐輪対策事業（150万円）
駐輪マナーの向上と路上駐輪の削減のため、

自転車等駐輪場への誘導を実施

地域課題３
「安心してすこやかに暮らせるまちづくり」④



地域課題４ 「地域資源の魅力の発信」①
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■北前船がもたらした伝統的産業PR事業
（380万円）

「新潟漆器」「発酵食」などの伝統産業や

みなとまち新潟のおもてなし文化を代表する

「古町芸妓」をＰＲ



地域課題４ 「地域資源の魅力の発信」②
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■地域のお宝！再発見事業（210万円）
新潟シティガイドの解説付きまち歩き（えんでこ）や
市民の提案によるまち歩きを実施
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